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　学修成果については、それぞれの授業科目のシラバスにより示された成績評価の方法及び到達水準に従って公正かつ厳格に行い、
「S・A・B・C・D」の５段階で評価します。学修成果の評価にあたっては、適切な評価基準を定め、講義、演習、実験、実習及び実技等の授
業形態に応じて、筆記試験、レポート、発表、討論、実技試験等やそれらを複合した方法により行います。









　教科探究プログラムでは、教科指導の専門性向上を軸に、教科の本質やこれからの授業の在り方について、深く
探究できます。授業では、多様な視点から議論する中で、自分一人では気づけなかった新たな見方に出会える点が
魅力です。また、他のストマスの学生や現職の先生方との交流は、自身の教育観を不断に見つめ直す糧となってい
ます。こうした学びは、将来出会う子どもたちに寄り添う授業実践の支えになると感じています。

佐藤 夏菜恵

プログラム履修生からの声

ストレートマスター学生区分
教科探究プログラム履修プログラム



　これまでの勤務経験から、特別支援教育の学びを更に深めたい、学校卒業後の豊かな生活につながる学びの在
り方を知りたいと思い、教職大学院への進学を決めました。特別支援・子ども支援プログラムでの研究の方向性の
確認やアドバイスをもとに、文献や先行研究調査に加え、２５箇所の実地調査、実習先での授業実践からの分析を通
して、研究テーマに迫る知見や授業づくりの視点を得ることができました。これからの教育について考え、発信してい
く機会として挑戦してみてください。

伊藤 久美子

プログラム履修生からの声

現職教員学生学生区分
特別支援・子ども支援プログラム履修プログラム



　法・情報・地域とグローバルをつなぐ視点など幅広い講義を通じて、日頃の実践を捉え直す機会をいただきました。
子供たちの成長には、教師一人ひとりの力だけでなく、学校全体で動くことが大切だと実感しています。安心できる
関係の中でこそ新たな気づきや発想が生まれること、そして互いの考えを受け入れ合うことの大切さも学びました。
受講生同士の話し合いは、教師としての自分の思いを確認できる貴重な時間になっています。

青沼　和子

プログラム履修生からの声

現職教員学生学生区分
学校課題解決マネジメントプログラム履修プログラム



若井 更紗

　１年次は、講義を受けたり研究に関する指導をしていただいたりと、大
学で多くの時間を過ごします。また、週に一度の実習では子どもたちと関
わりながら多くのことを学ぶことができます。講義以外の時間には院生室
で課題や研究を行ったり、現職の先生から現場での実践に関するお話を
伺ったりし、充実した時間を過ごしています。多忙な日々ではありますが、
大学院に来たからこそ得られる時間を有意義なものにできるよう、多くの
ことに挑戦しています。

アルバイト

帰宅・夕食・
家事

講義・研究 起床

移動

東北福祉大学 教育学部出身大学

１年派遣現職教員学生は、



笠井　香代子 教授

■ 専門分野

■ 主な研究課題

化学

化学教材開発、
結晶化学、有機化学

配慮を要する子どもを包摂する
通常学級のあり方

学力論・教育課程論、
戦後民間教育運動史

　教育担当教員（専任教員）は、高度な
専門的知識・知見を持つ教員からな
り、授業担当兼担教員とともに「オール
宮城教育大学」で院生を全力サポート
します。



佐々木　健太郎 准教授

■ 専門分野

■ 主な研究課題

知的障害学

知的障害教育、
障害のある方の
生涯学習

及川　伸也 准教授

■ 専門分野

■ 主な研究課題

外国語（英語）教育、
学校経営・学級経営

英語教育、学校経営・
学級経営、地域連携

阿部　彩子 准教授

■ 専門分野

■ 主な研究課題

学級・学校経営

学級・学校経営、
特別活動　等



日本語教育、多文化教育、外国人児童生徒教育

廣瀬　航也 准教授 日本近現代文学、比較文学 比較・翻訳研究、比較芸術研究（文学・美術）、都市論

横山　貴史 准教授 地理学 人文地理学
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5月～7月

8月～10月

11月～1月

児童・生徒の変化を継続的に見取る



　「研究の背景・目的・方法」「研究の結果・考察」
「研究成果の学校教育における位置づけ・意義、
応用性、期待」等について、院生の２年間の学修成
果をまとめます。成果物とともに、実践研究論文
を書き上げる過程で得た力量が院生の力となり
自信となります。
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高等学校英語科における観点別学習評価の
実行可能性向上に関する提案

聴覚支援学校中学部におけるセルフアドボカシーを育む
指導の在り方の検討

学級経営に係る肯定的な関わりを意識した
発達支持的教育相談の在り方の検討

仙台市天文台と連携した理科学習プログラムの開発と実践

習得・活用・探究を視点とした音楽づくりの授業設計
‒J-POPを活用した教材開発を通して‒

ウェルビーイングの実現に向けた学校づくり
－自立した学習者の育成を通して－

社会や人生を切り拓く子どもの資質・能力を高める学びの実現
－「地域とともにある学校」の組織的・継続的な体制づくりを通して－

高等学校における統合的キャリア教育モデルの構築
－学校の教育目標の実現と生徒の資質・能力の育成に向けたアクション・リサーチ－



高度教職実践専攻長役　職

宮城県仙台南高等学校勤務校

校長役　職

2010年3月大学院修了年月

仙台市立国見小学校勤務校

教頭役　職

2023年3月大学院修了年月

学校現場と教職大学院の往還

　学校現場で直面する課題は、日々複雑・多様化しており、学び続ける教員として、実践を通して成長し続けていくためには、自らの教育観や実践を常に
見直し、アップデートしていく姿勢が必要です。
　教職大学院では、現場で起きている課題を題材に学びながら、理論的な知見をもとに改善策を探るという、「理論と実践の往還」が可能です。大学院
は教員一人ひとりがそれぞれのステージで直面する課題に即して、その夢や思い、悩みを聴きながら、実践を継続的に支え、専門性を高めるための伴走
者として関わります。
　そして、大学院での学びは一度きりではありません。
　教職大学院修了後は、現場に出て実践を積み重ねることとなりますが、もし壁にぶつかったときには、現場に出た後も、困った時は大学院に相談でき
るという安心感があります。
　こうした「大学院 → 現場 → 再び大学院へ」という往還のサイクルが生まれることで、教員は生涯にわたり成長し続けることができ、その結果として学
校現場、さらには地域の教育の質の向上にも貢献していくことになります。

●様々な面で先頭に立って活躍することができる資質・能力を培った修了生が学校を支えることで、他の教員の見本となり、ロールモデルの一つとして
意欲の向上や成長を促すことができます

●地域や保護者等との良好なコミュニケーションによる信頼関係を構築し、連携・協働するためのバックグラウンドとなる力を得ることができます

「離れてこそ見えるものがある」
　本校には教職大学院へ現職派遣されている教員がいます。本人によれば、
異校種の教員やストレートマスターの院生と合同で行うゼミ活動で、校種ご
との特性や課題を踏まえた意見交換ができたことが、自身の教育実践を見
つめ直す新たな視点となり、指導力向上に大きく役立っているそうです。２年
目の今年は研究に熱心に取り組むだけでなく、学校全体の改善に向けて
リーダーシップを発揮する姿も見られました。教職大学院での学びが、内面
的成長を促し、教員としての資質向上に寄与しているからだと感じます。
　私自身、教職大学院を修了して16年になります。振り返れば、知識の習得
にとどまらず、思考力や判断力、対話力、組織運営力を培うことができました。
これらは、現在校長として学校経営するうえでの確かな基盤となっています。
　現職教員として大学院に進学してこそ得られる学びがあります。学校現場
や児童生徒から離れることに迷いを感じるかもしれませんが、離れるからこ
そ見えるものも多いのです。長い教員人生の中では、大学院で過ごす時間は
わずかです。一度立ち止まり、自らを振り返る機会をもつことは、次の一歩を
より確かなものにする大切な時間だと考えています。

目指す人材像

学校や地域への波及効果

教職大学院修了生で、現在学校現場の管理職として勤務されている先生からの声

専攻長からのメッセージ

院での
学修 ●教育現場における今日的課題の解決に向けた「状況分析能力」

●分析結果を実践につなげる「実行力」 高度専門性のキャリアステップに即した向上
（教職修士（専門職）の学位を授与）

学校や地域で
中核的・指導的な役割を果たす― 教職としての高度な専門性の修得 ―

　本学教職大学院は、2008（平成20）年に発足し、2021（令和３）年に新課程に移行した後も、現職教員の皆様に、本学の建学以来の理念
である「教員養成に責任を負う大学」ならではの研修の機会をご提供しております。現職教員の皆様が、それぞれにお持ちの専門性向上の
ニーズと、各ステージでの教職としての成長の願いに応える教育課程を準備しております。本学教職大学院で学ばれた先生方には、修了後
も本学が困ったとき、もっと知見を深めたいときにいつでも戻れる「港」となることで、各学校・地域の教育の発展に貢献できればと思いま
す。本学教職員一同、現職の先生方のご入学を心よりお待ち申し上げております。

本田　伊克 教授
宮城教育大学教職大学院で学べること

　教職大学院での学びは、学校を外側から俯瞰してみるという、何に
も代えがたい時間でした。そこで得たのは、「人としてどう生きるべき
か」「人を大切にするとはどういうことか」という、教育の根源にある
問いをじっくりと深める日々でした。
　特に、現場での実践と大学での理論を絶えず往還し、自分の歩み
を客観的に省察する経験は、私に新たな視座を与えてくれました。教
育の臨床ともいえるこの場で、先生方の温かな示唆を受けながら、
自らの実践を研究として捉え直すプロセスは、教員としての自分を内
側から充実させてくれるものでした。今でも同期と集まり、授業から
学校経営まで多角的に語り合える絆は、一生の宝物です。
　現在は教頭として、自校の実習生と共に研究課題を考える中で、
私自身や周囲の教員も指導を通して学びを深める好循環が生まれ
ています。宮教大の豊かな自然の中で思考を巡らせる時間は、どこ
か「人を育てる」という崇高な教職の在り方と重なります。一度立ち止
まって自分を耕す時間。そこで見えてくる景色は、その後の教員人生
を支える確かな力になると信じています。

熊谷　聡也 石井　恵子



　学校現場で働く中で、よりよい授業をしたい、教職員が協働して学校を
よりよくしていきたいという思いが強くなりました。その一方で、日々の忙
しさの中では、目の前のことに追われ、課題を十分に整理できないもどか
しさも感じていました。そのような悩みを経験や感覚だけで抱えるのでは
なく、理論とエビデンスを手掛かりに捉え直し、実践につなげたい。それが
教職大学院で学ぼうと決めた理由です。
　講義や演習、実践研究を通して、学校改善・授業改善・校内研修・組織
マネジメントなどを多面的に学ぶ中で、自校の課題の背景や改善の方向
性が次第に見えてきました。これまで漠然と受け止めていたことが言語
化され、子どもの姿の見取り方や教職員との対話の在り方にも前向きな
変化が生まれています。
　学んだことを校内で共有し、共に考え、実践に生かしていく中で、その
学びが子どもたちの成長や教職員の協働に着実につながっていく手応え
を感じています。理論と実践を往還することで、日々の実践がより確かな
ものになり、自分自身の視野も広がる実感があります。
　教職大学院は、今の実践を見つめ直しながら、これからの学校づくりに
向けた力を培う場です。同じ悩みや志をもつ仲間との対話を重ねながら
学べるこの環境は、自分の実践を問い直し、学校づくりを前に進める大き
な力になっています。学びを子どもたちの成長と教職員の協働に還元で
きることに、大きなやりがいを感じています。

今の実践を、より確かなものに
■ 教職大学院２年（現職教員学生）

■ 令和７年度修了生（現職教員学生）
■ 大崎市立沼部小学校  教諭

■ 令和７年度修了生（ストレートマスター）
■ 川崎町立川崎中学校 教諭

　私が進学を決めたのは学部�年の実習後の��月です。私は�年次実習での
失敗から教員以外の道を目指していましたが、実習を終えて生徒と関わること
の楽しさを実感し、教員になりたいと改めて思うようになりました。しかし、実
習では教科指導や生徒理解などについての自身の未熟さも痛感しました。今
の自分では教員としての責任を果たすことができないと考え、自信をもって教
壇に立ちたいと思い、進学を決めました。
　実際に教職大学院で学んで感じた魅力として第一に挙げられるのは、理論
と実践の往還です。講義では、専門教科のことだけでなく、学校で広く役に立つ
学びを得られます。講義で得た知見を実践で生かすことで、さらに新たな事実
を発見するという往還が行われます。このような理論と実践の往還によって、子
どもの実際に即した生きた学びを得られるのが教職大学院の特徴です。
　第二に現職教員と同じ場で学ぶことができるということです。講義では、現職
教員の皆さんから現場の実際や、現場のことを踏まえた意見など様々なことを
学ばせていただきました。講義外でも勉強会を行ったり、悩んでいることについ
て相談させていただいたりと大変お世話になりました。このような機会はなか
なか得られないものですので、教職大学院ならではの魅力だと思います。
　先生方のサポートも厚く、学生も意欲のある人ばかりなので、新しいことに
挑戦することのできる場です。自分を更に高めたいという方は進学を検討して
みてはいかがでしょうか。

教職大学院の魅力
■教職大学院２年（ストレートマスター）

佐竹 雅洋日下　輝　（出身大学：宮城教育大学）



教職大学院入学前に教員採
用試験に合格し、２年間の特
例措置を認められた者

教職大学院1年次に教員採
用試験に合格し、１年間の
特例措置を認められた者
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概ね1/3程度
概ね2/3程度

※ 学部卒業生等入学者には、協定校及び本学からの特別入試による合格者６名を含む。

専攻
高度教職実践専攻

現職職員
学部卒業生等※内訳

募集人員
57
11
46

志願者数
53
11
42

受験者数
44
9
35

合格者数
41
9
32

入学者数

■ 令和8年度大学院教育学研究科 専門職学位課程（教職大学院） ｜ 入学者選抜実施結果

Ⅰ期

令和8年8月31日（月）～9月4日（金）

令和8年10月3日（土）

令和8年10月8日（木）

Ⅱ期

令和8年11月4日（水）～10日（火）

令和8年12月5日（土）

令和8年12月10日（木）

令和8年12月18日（金）～24日（木）

令和9年1月30日（土）

令和9年2月10日（水）

Ⅲ期

出願期間

試験日程

合格発表

令和7年度修了生の就職状況 [R8.4.1現在]

ストレートマスターの就職状況

その他
5人（10.2%）

中高一貫校
もしくは

中等教育学校
2人（3.4%）

特別支援学校
3人（5.2%） 幼稚園

1人（1.7%）

北海道1人（1.7%）

岩手県1人（1.7%）

新潟県1人
（1.7%）

埼玉県1人（1.7%）
千葉県1人（1.7%）

神奈川県3人（5.2%）

青森県2人（3.4%）

山形県2人（3.4%）

福島県2人（3.4%）

現職教員の
人数
小学校9人
中学校2人
高校2人
中高一貫校もしくは中等教育学校 1人

現職教員の人数
宮城県・仙台市
14人

計49人 計58人 計58人

教員
44人（89.8%）

小学校
26人
（44.8%）

宮城県・仙台市
44人（75.9%）

中学校
15人（25.9%）

高校
11人
（19.0%）

現職教員を含む教員就職者（58人）の状況

※グラフ内の割合については、表示単位未満の四捨五入の関係で、
　合計が100％にならない場合があります。






